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   緒    言

 以前化學研究所第七回秋季講演會の席上に於て第1圖 に示した様な一定の温度勾配のある櫨

中で無色に熔融しk銅 赤硝子棒を加熱すると,300。 より625。Cの範園内に於て銅赤硝子は赤

         第  1 圖,          く護色し,此 ものの光の吸牧に

      は2つ の最大値があると言ふ事

_、 を述べたの伽 憎 回は更
←  

に別に・勘 鋤 硝子を勧 些

         粘度を測定し之と焚色温度範園

   
      の關係に就て述べ度いと思ふ.

                '

   試    料

 試料は第1表 に示した様な組成比に原料を調合 しで之 を瓦斯櫨で14GOgCで6時 闘熔融 し適當

な温度で糸状に引いた.

                           斯くして作つた4種 類の硝子棒
         第  1 表
                         を第1圖 の如き温度勾配のある櫨中
 硝子の組成      成        分

硝子囎 … [ Ca・1恥 ・t・u・・ … で3時 聞繍 ると灘 臨 園に

 No.1    72.00 11.33 15.00 0.22 1.45  相 當 す る部 分 だ け が着 色 して居 る・

N… 1・ ・…9・3329・ ・…221・45そ ・で 之 を引 出 し醐 の一 端 よ り

N・ ・ 163…21・7313・ ・…22i1・45着 色 の 徽 び 絢 迄 帳 さ を 灘

 No・4   70・00 9'83 18●50 0-22 1'45 顯 微 鏡 に よつ て測 り,夫kそ れ に相

N…1(分 析・ …911・ ・2 i14・ ・9・3111・69當 した 温 蹴 鋤 舗 子 蹴 て の着

色温度範園としたのである・
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 前報告に於て第1圖 に示した様な櫨中で硝子捧を加熱すると赤 く獲色すると同時に又硝子棒

の形の攣る事から硝子の高温度の大罷の性質を知 り,硝 子の粘度と着色温度範園の關係に就て

も大髄推測が出來 ると言ふ事を述べたのであるが,獲 色部分に相當する正確な粘度は分 らなか

つたのである・そこで此硝子の粘度を測定して之と嚢色温度範園との關係を求めて見た.

   測 定 装 置

 測定装置は第2圖 に示す如 く普通の高粘度状態の硝子の粘      第  2  圖

度測定装置で,試 料Sは 圖に黒線で示した如 く直ts O.2～O・5

mm長 さ5㎝ の硝子棒を吊し之が一定温度で一定の荷重の

下に於ける伸長をオクラーミクロメーターで測定した・この

様に測定温度範園が比較的に低い時には表面張力の影響を考

慮する泌要がない事は既に著者等が報告した通で,只 高温度

で小 さな荷重を掛ける所では試料の重さのみを考慮に入れる

ことにした・此實験に於て正確な結果を得るに最も重要な窯

は測定中の温度を出來るだけ一定に保つことで此窯に就V・て

は特に注意を梯つた.                          __

 粘度と温度との關係は第3圖 に示す通で,此 曲線の何れ も

が其粘度1013の 所謂硝子の韓移温度 と構せられる附近で方    ヒ  W

向を攣へて居る・斯様にして得たこの粘度曲線上に前之述べた銅赤硝子の嚢色温度範園を描い

て見ると圖中の二重圓の様になる・此圖で明な如 く,巳口ち硝子の粘度が1萬 倍に憂化 して居る

にも拘らす稜色の絡 りの温度は殆 ど同一である.然 るに獲色の初は1つ の例外を除けば殆 ど同

一粘度の所 で起つて居 る.

 倦て銅赤硝子の色はコロイ ド歌の金麗銅によるものであるとも,叉 コロイ ド状の亜酸化銅に

よるとも言 はれて居つて未だ一致を見ないのであるが,相 當多量(約3%)の 銅を含有する銅

赤硝子のX線 的研究の結果に依 ると金屡銅であると言はれて居 る.然 し原子歌 に分散 した銅が

或一定の粘度範園に於てのみコロイ ド粒子の大きさ迄生長すると考へた丈では今述べた如 く稜

色の絡が温度にのみ關係 し粘度に無關係な事實が読明出來難V・様に思ふ・叉前報告にも述べた

如 く高温に於ける稜色濃度の限界が絵 りに判然として居る事 も銅赤硝子の稜色機構の読明に更

に化學的要素を加味するの必要を思はしめるものがある・

 獲色の初は之 と全 く反封に一定の粘度の線に並んで居 るのは,熔 融したガラスを急冷すれば

常温では粘度の値が高過 ぎる爲無色の儘であるが,之 を或温度まで加熱 し一定の粘度の値を持
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つ様にすれば此虚で初めて獲色粒子の成
                         第   3  圖

長が起 り得 るものであると読明出來る・

但し艶 の初の澱 は騰 件に著しく1d5,。 r一

影響せ られるし叉高温度で硝子を熔融す      曳。 ○

る程低温度か ら獲色するのである・例へ       、  、 !

ばNo・1硝 子に於 ては1400。 で熔融す        、  、.・

れぼ・… で艶 し,16… 囎 融すれば .11  も ・

3… で既畷 色する如くである.  .10   . .＼

以k,銅 赤硝子の艶 と粘度との關係 r   k"＼

は爽色の初は粘度に關係し,其 終は粘度   8        「1・1.  '、

には無關係で温度に關係するものである   7         1、

・・ 其初騰 融鮒 に も著 しく影響せ らio`46・5。 。6、
。,。 。8。 。

れ る もの で あ る事 に 就 い て述 べ た.           温   度

                    △=No.3,●=No.1,×=No.1(分),○=No.4,口=No.2
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